
 

 

急
に
暑
く
な
り
、
一
気
に
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

で
も
お
伝
え
し
て
い
る
通
り
、
４
月
か
ら
介
護
報
酬
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
計
算
し
て
み
る
と
長
期
入
所
で
一
人
当
た
り
一

日
160
円
、
短
期
入
所
で
400
円
程
度
減
額
。
入
居
者
の
人
数
や
日
数

で
計
算
す
る
と
年
間
約
500
万
円
の
減
額
で
す
。
質
を
落
と
さ
な
い

た
め
に
職
員
一
同
知
恵
を
絞
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

＜発 行＞ 
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来
年
設
立
十
周
年
を
迎
え
る
淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
の
十
周
年
プ
レ
企
画
第
一
弾
と
し
て
、

「
花
房
様
と
黒
崎
様
の
自
分
史
完
成
を
祝
う
会
」
を
行
い
ま
す
。
現
在
お
二
人
の
自
分
史
は
、

６
月
末
の
完
成
に
向
け
て
、
編
集
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非
お
越
し
下
さ
い
。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
http://www.normanet.ne.jp
/~hyoufuku/ 

※画像はイメージです。 

淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷 

十
周
年
プ
レ
企
画
第
二
弾 

・
日
時 

７
月
４
日
（
土
）
１６
時
～ 

・
参
加
費 

大
人 

￥
１
０
０
０ 

 

小
学
生 

￥
５
０
０ 

 

小
学
生
以
下 

無
料 

 

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
別
払 

星
海
ユ
ニ
ッ
ト
は
入
居
者
の
希
望
に

よ
り
神
戸
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
へ
。
ち
ょ
う

ど
神
戸
市
「
き
た
き
た
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
数 

々
の
屋
台
を
覗
い 

た
り
お
土
産
を
選 

ん
だ
り
と
、
大
い 

に
楽
し
ま
れ
ま
し 

た
。（
山
西
） 

初
夏
を
感
じ
に
、
い
ざ
お
出
か
け
!! 

「黒崎時安 人生を語る」 
 
昭和 16年、12歳で聾学校を退学、家で、 
浮浪児の黒崎少年に襲い掛かった大阪大空襲。 
焼夷弾の嵐の中、空腹時には 
ヨモギの葉っぱを食した戦争体験。 
13歳の少年の空腹が満たされるはずもなく、 
窃盗→少年院→窃盗→刑務所・・・。 
やくざの組に引っ張られて抗争体験も。 
「恥ずべきこと」として胸にしまい続けた人生。 
何故、何が、黒崎さんを変えたのだろう。 
黒崎さんの手話語りから、簡略・達意、そして優美とされた 
大阪市立ろう学校の手話も堪能してみたい。 

  
花房様と黒崎様の自分史完成を祝う会 

７月４日（土）午後１時３０分～ 
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「自分を語る みんなが語る 
花房豊治さん、花房ふさ子さんからまなぶ」 
 

学校にも行けず日本語も手話も学べない 
父が仕込む墓石の匠の技を我が物にされてきた豊治さん 
ふさ子さんとの出会いと親戚縁者そろって婚約祝い 
しかし入籍も 障害者手帳の交付も 
何故昭和 40年にならないとできなかったのだろう 
ろうあ協会・手話サークルの仲間の輪の中で 
耐え抜き、支え合ってきた夫婦の人生に接近した物語 

今年もお手伝い頂ける 
ボランティアの方を 
募集しています。 
お問い合わせは 
0799－25－8550 
（担当：竹原）まで 

花
木
ユ
ニ
ッ
ト
は
花
み
ど
り
フ
ェ
ア

開
催
中
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
へ
。
普

段
は
共
に
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
全
員

で
の
お
出
か
け
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
全
員
で
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
と

思
い
計
画
し
ま
し
た
。
当
日
は
暖
か
い

を
通
り
越
し
た
真
夏
日
で
し
た
が
、
パ

ン
作
り
や
動
物 

に
触
れ
る
体
験 

な
ど
そ
れ
ぞ
れ 

が
思
い
思
い
に 

過
ご
し
楽
し
ま 

れ
て
い
ま
し
た
。 

（
中
村
、
岩
林
） 

 

 

http://www.normanet.ne.jp/~
http://www.normanet.ne.jp/~
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頃
ま
で
岐
阜
県
で
独
居
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
神
戸
市
垂
水
区
の
息
子

さ
ん
宅
に
同
居
さ
れ
ま
し
た
。
息
子
さ
ん

は
仕
事
の
た
め
日
中
は
不
在
で
、
若
尾
さ

ん
は
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

軽
度
の
認
知
症
と
の
こ
と
で
要
介
護
度
２

で
し
た
。
平
成
27
年
３
月
、
自
宅
の
浴
室

で
意
識
消
失
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
訪
問
し

て
き
た
職
員
に
発
見
さ
れ
救
急
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。
入
院
時
に
介
護
度
の
変
更
申

請
を
し
、
現
在
は
要
介
護
度
４
で
す
。
今

回
の
認
定
で
は
、
脚
力
低
下
の
た
め
歩
行

が
困
難
と
な
り
入
院
時
に
移
動
方
法
が

車
い
す
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
日
常

生
活
の
不
便
さ
が
増
え
た
こ
と
で
介
護
度

が
２
か
ら
４
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。
留
意
し

て
欲
し
い
点
は
、
こ
の
よ
う
に
身
体
的
な

機
能
の
変
化
に
よ
る
生
活
の
し
に
く
さ
は

き
ち
ん
と
介
護
度
に
反
映
さ
れ
て
も
聴

覚
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
生
活
の
中
の

不
便
さ
・
問
題
点
は
認
定
に
殆
ど
反
映
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。 

き
ち
ん
と
介
護
度
に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
聴

覚
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
生
活
の
中
の

不
便
さ
・
問
題
点
は
認
定
に
殆
ど
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。 

 

退
院
後
、
日
中
一
人
で
居
る
こ
と
が
心
配

と
の
こ
と
で
、
ふ
く
ろ
う
の
郷
の
ロ
ン
グ
シ

ョ
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
若
尾
さ
ん
は
「
あ
な
た
は
健
聴
か
？
」

と
、
関
わ
る
職
員
に
尋
ね
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
不
便
な
生
活
を
送
る
中
で
「
あ
な
た
は
自

分
の
言
葉
を
分
か
っ
て
く
れ
る
相
手
な
の

か
？
」
と
確
か
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
の
改
定
で
介
護
度
１
，

２
の
方
の
施
設
入
居
が
厳
し
い
現
状
と
な

り
ま
す
。
入
院
前
の
若
尾
さ
ん
の
例
で
は
、

認
知
・
身
体
機
能
的
に
は
介
護
度
２
が
適
正

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
耳
が
聞
こ
え

な
い
こ
と
と
『
環
境
』
の
関
係
が
起
こ
す
生

活
の
中
の
不
便
さ
に
援
助
が
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て
は
認
定
の
際
に
充
分
に
考
慮
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。 

（
相
談
員
：
中
西
） 

 

若
尾
さ
ん
は
昭
和
10

年
生
ま
れ
の
79
歳
の
ろ

う
者
で
す
。
岐
阜
県
端

浪
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
20
代
で
結
婚
さ
れ

一
人
息
子
を
育
て
ま
し

た
。
奥
様
は
40
代
で
病

気
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
26
年
11
月

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
降
は
息
子
さ
ん
宅

に
同
居
さ
れ
ま
し
た
。
息

子
さ
ん
は
仕
事
の
た
め

日
中
は
不
在
で
、
若
尾

さ
ん
は
訪
問
介
護
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。 

若尾典旦さまを通し 

介護度認定を考える 

 

社会福祉法人ひょうご聴覚障害者福祉事業協会 

2014（平成 26）年度決算報告 
平成25年度決算 平成26年度決算 備考

寄付金収入 11,835,112 7,238,170

その他受託金 20,800,000 20,800,183 淡路聴覚障害者センター

助成金 10,258,148 8,056,246 助成金

補助金収入 655,000 1,000,000 ふくろう（聴障ネットより）

介護保険収入・利用者収入 331,071,899 341,414,154 ふくろう、デイサービス

自立支援費収入 38,511,760 41,242,390 おのころ就労支援Ｂ型・障害者相談支援費

事業収入 8,427,958 8,538,472 おのころ就労支援Ｂ型・センター（通訳費）

雑収入 7,780,460 6,525,551 見学協力金他

受取利息配当金収入 365,167 215,407 銀行関係受取利息

経常収入計（１） 429 ,705 ,504 435 ,030 ,573

人件費支出 267,207,993 284,766,106 職員給料・社会保険料・中退共

事務費支出 20,901,009 22,662,549

事業費支出 72,456,568 81,830,160

借入金利息支出 4,687,500 4,312,500 福祉医療機構利息

経常支出計（２） 365,253,070 393,571,315

64 ,452 ,434 41 ,459 ,258

収入 施設整備等補助金収入 0 1,260,000 おのころ（日本財団より）

固定資産取得支出 31,671,579 29,224,773 おのころ・デイサービス改築費

施設整備等収支額（４） -31,671,579 -27,964,773

収入 積立金取崩収入（５） 0 0

施設整備等積立金支出（６） 60,000,000 60,000,000 施設修繕等積立金

借入金支出（７） 33,336,000 33,336,000 福祉医療機構・ふるさと融資返済

特別損失（８） 17,225,925 462,616

-110 ,561 ,925 -93 ,798 ,616

0 0

-77 ,781 ,070 -80 ,304 ,131

305,828,073 228,047,003

228 ,047 ,003 147 ,742 ,872

40,084,791 34,092,538 減価償却費－国庫補助特別積立金取崩額

24 ,367 ,643 7 ,366 ,720 経常資金収支差額－減価償却費

減価償却費（１１）

事業活動経常収支差額（3）－（１１）

予備費（１０）

当期資金収支差額合計（３）＋（４）＋（９）－（１０）

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

勘定科目

収
入

支
出

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

経常活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）

支
出

財務活動収支差額（９）＝（５）－（６）－（７）－（８）

施

設

整

備

等

に

よ

る

収

支

財
務
活
動
に
よ

る
収
支

支
出

2014年度決算の特徴 

①平成 26年度の経常収支差は 736万円

（昨年比 1700万円減）です。 

②4月のおのころの家作業所の移転に伴

い、旧作業所の建物付属設備を処分した

ため、特別損失（処分損）を計上しまし

た。 

③淡路ふくろうの郷の建物や建物付属設

備も年数を経て、修繕が必要になってき

ています。類設計事務所に依頼して、長

期修繕計画を作成しました。費用は支払

い手数料で計上しています。 

④おのころに日本財団より車両助成を頂

き、送迎車を車両運搬具（減価償却資

産）に計上しました。 

⑤昨夏の台風被害の土砂崩れの災害復

旧工事については、修繕費で計上してい

ます。フェンス工事等については、構築

物（減価償却資産）に計上しました。 

（法人事務局長：朝倉） 

 

 

 



 

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度
（
以
下

法
人
減
免
）
と
は
、
低
所
得
者
で
生
計
が
困
難
で
あ
る
者
及
び

生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て
、
社
会
的
な
役
割
の
あ
る
社
会
福

祉
法
人
等
（
直
営
事
業
を
経
営
す
る
市
町
村
含
む
）
に
よ
る
負

担
を
基
本
と
し
て
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
社
会
福
祉
法
人
が
利
用
料
の
肩
代
わ
り
を
す
る
こ
と

で
、
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
仕
組
み
で
す
。 

現
在
、
当
施
設
に
お
い
て
法
人
減
免
の
適
用
者
は
、
長
期
入

居
者
は
な
し
、
短
期
入
所
者
が
2
名
で
す
。
し
か
し
、
平
成
28

年
8
月
か
ら
は
、
補
足
給
付
に
お
い
て
、
非
課
税
所
得
（
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
等
）
、
配
偶
者
の
所
得
や
預
貯
金
（
単
身
1000
万

円
以
上
、
夫
婦
2000
万
円
以
上
）
の
勘
案
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
の
入
居
者
の
状
況
で
み
る
と
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
の
み
の
収
入
の
方
が
37
名
お
ら
れ
ま
す
。
そ

法

人

減

免

に

つ

い

て

考

え

る 

施
設
に
お
け
る
医
療
ケ
ア 

の
ほ
と
ん
ど
が
、
預
貯
金
も
多
く
は
な
く
、
法
人
減
免
を
利

用
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
収
入
だ
け
で
は
、
利
用
料
が
払
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
60
名
の
定
員
の
う
ち
の
37
名
も
の
方
が
法
人

減
免
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
法
人
の
負
担
は
、
約
925
万
円

に
も
上
り
ま
す
。
た
だ
し
、
軽
減
に
か
か
る
市
町
村
助
成
が

あ
り
、
法
人
の
本
来
受
領
す
べ
き
利
用
者
負
担
収
入
の
10
％

を
超
え
る
額
と
1
％
～
10
％
の
収
入
額
の
半
額
が
助
成
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
助
成
の
申
請
は
市
町
村
ご
と
に
す

る
必
要
が
あ
り
、
当
施
設
の
場
合
、
様
々
な
市
町
村
か
ら
入

居
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
つ
の
市
町
村
あ
た
り
3
名
以
上
の

入
居
者
が
い
な
け
れ
ば
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

し
く
み
で
す
。
そ
の
た
め
、
試
算
を
す
る
と
17
名
の
入
居
者

が
い
る
神
戸
市
以
外
の
市
町
村
へ
の
助
成
の
申
請
は
で
き

ず
、
約
780
万
円
も
の
法
人
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
は
、
当
施
設
の
よ
う
な
聴
覚
障
害
者
に
配
慮
の
あ
る

特
養
が
全
国
に
少
な
く
、
地
域
で
利
用
で
き
る
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
が
少
な
い
た
め
、
他
市
町
村
か
ら
入
居
せ
ざ
る
を
得

な
い
現
状
を
介
護
保
険
制
度
は
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
が

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
来
年
の
8
月

か
ら
非
課
税
所
得
の
勘
案
が
始
ま
れ
ば
、
当
施
設
の
運
営
は

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
減
免
を
利
用
し
な

け
れ
ば
、
自
分
の
収
入
だ
け
で
は
、
施
設
入
居
が
適
わ
ず
、
退

所
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
聴
覚
障
害
者
に
対

応
す
る
資
源
が
少
な
い
中
、
ど
う
や
っ
て
暮
せ
ば
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
介

護
保
険
制
度
と
な
る
よ
う
に
、
当
法
人
と
し
て
も
運
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
相
談
員
：
竹
原
） 

 

ふ
く
ろ
う
の
郷
の
健
康
看
護
係
で
は
、

剥
離
な
ど
の
創
傷
処
置
や
、
じ
ょ
く
そ
う

処
置
、
個
々
の
排
便
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

た
浣
腸
や
摘
便
、
発
熱
な
ど
の
原
因
を
調

べ
る
た
め
の
検
尿
等
の
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
入
居
者
全
員
が
毎
月
受

け
て
い
る
定
期
診
察
時
の
介
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

（
看
護
：
平
田
） 

   

 

神戸市 14名 京都市 2名
尼崎市 2名 和歌山市 2名
三木市 2名 八尾市 2名
加古川市 1名 福山市 1名
明石市 1名 松阪市 1名
淡路市 1名 八幡浜市 1名

市川町 1名 合計 9名

たつの市 1名 37名

稲美町 1名
西宮市 1名
西脇市 1名
養父市 1名
南あわじ市 1名

合計 28名

兵
庫
県

入居者の保険者の状況（聴障者）

他
府
県

全合計

 

※入居者の補足給付状況
段階 聴障者 健聴者 合計

第1段階 0 0 0
第2段階 37 9 46
第3段階 9 2 11
第4段階 0 3 3
合計 46 14 60

-３-                         ＜2015年(平成 27年)  6月 15日発行 第 106号＞ 

▲診察時には通訳にも入ります ▲爪きりも行います 
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ひ
ょ
う
ご
聴
障
ネ
ッ
ト
総
会
が

さ
る
５
月
10
日
、
神
戸
勤
労
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の

総
会
に
引
き
続
き
、
午
後
は
３
名

の
当
事
者
か
ら
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。 

制
度
改
悪
の
危
惧
感
。
当
事

者
か
ら
切
実
な
訴
え 

 

神
戸
市
難
聴
者
協
会 

酒
井

氏
は
「
65
歳
に
な
れ
ば
、
介
護
保

険
制
度
優
先
問
題
が
で
て
き
て
い

る
。
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
、
生
き
て
い
く
こ
と

を
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
」 

 

淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
施
設
長
大

矢
氏
は
「
現
在
神
戸
ろ
う
あ
ハ
ウ

ス
は
衛
生
的
に
も
ま
た
緊
急
避
難

時
に
も
出
口
が
１
か
所
し
か
な
く

命
が
守
れ
な
い
構
造
。
緊
急
の
仮

移
転
と
実
態
調
査
の
提
言
に
よ

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
立
を
」 

盲
ろ
う
者
友
の
会
会
長
今
川

氏
は
「
施
設
入
所
は
支
援
区
分
４

以
上
と
決
め
ら
れ
た
。
盲
ろ
う
者

は
体
が
元
気
だ
が
、
地
域
で
生
き

て
い
く
こ
と
が
困
難
な
人
が
多

い
。
し
か
し
な
か
な
か
認
定
が
取

れ
ず
、
実
際
生
き
て
い
け
な
く
な

る
」 

と
三
者
三
様
、
現
在
の
制
度
が 洲本市港 2-26 

洲本市健康福祉館 3 階 

淡
路
聴
覚
障
害
者 

セ
ン
タ
ー
便
り 

改
悪
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
危
惧
、

改
善
に
つ
い
て
切
実
な
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

障
害
者
基
礎
年
金
不
支
給
決

定
の
増
加
・
６５

歳
問
題 

  

午
後
か
ら
の
講
演
で
は
、
き
ょ
う

さ
れ
ん
の
常
務
理
事
赤
松
英
知
氏

が
ど
う
な
る
？
障
害
者
年
金
～
障

付
化
し
た
方
が
国
の
義
務
的
経
費

と
な
り
、
格
差
も
解
消
さ
れ
る
の

で
は
と
の
議
論
も
出
て
い
る
と
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

質
疑
の
中
で
、
豊
岡
ろ
う
あ
協

会
の
小
林
氏
は
「
手
話
通
訳
は
ろ

う
者
、
健
聴
者
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
れ
を
ろ
う
者
だ
け

が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

し
か
も
１
割
負
担
が
生
じ
る
の
は

疑
問
」と
の
問
題
を
投
げ
か
け
ま
し

た
。 赤

松
氏
は
、
65
歳
問
題
に
つ
い

て
、
一
般
の
高
齢
者
と
の
公
平
性

を
考
え
れ
ば
、
65
歳
に
な
れ
ば
介

護
保
険
が
適
用
さ
れ
１
割
負
担
す

る
の
が
当
然
、
そ
の
上
に
障
害
者
の

サ
ー
ビ
ス
を
乗
せ
る
の
が
望
ま
し
い

と
い
う
考
え
方
が
勢
い
を
も
っ
て
き

て
い
る
。
障
害
者
支
援
と
い
う
福
祉

性
、
個
別
性
い
う
視
点
が
抜
け
落

ち
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

法
律
や
制
度
の
こ
と
を
身

近
に
感
じ
、
地
域
で
話
し
合

う
場
を 

ど
ん
ど
ん
改
正
さ
れ
る
法
律
や

制
度
こ
れ
ら
を
見
過
ご
し
て
い
て

は
、
障
害
者
の
生
活
は
悪
く
な
る

ば
か
り
で
す
。
障
害
者
権
利
条
約

や
障
害
者
基
本
法
の
改
正
な
ど
の

指
針
を
え
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域

で
い
ろ
ん
な
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
学
び
、
よ
り
よ
い
方
向
性
を
考

え
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
講
演
と
ネ
ッ
ト
総

会
で
し
た
。
淡
路
か
ら
は
12
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
（辻
） 

                                                         

 

 

ひょうご聴障ネット総会 

害
者
制
度
改
革
の
そ
の
後
～

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ

り
、
先
の
当
事
者
発
言
を
裏

付
け
る
よ
う
な
内
容
で
し

た
。 

 
ま
ず
、
生
活
の
最
低
ラ
イ
ン

と
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

生
活
保
護
基
準
額
が
制
度
発

足
後
は
じ
め
て
切
り
下
げ
ら

れ
た
り
、
障
害
基
礎
年
金
の

上
昇
率
の
引
き
下
げ
や
年
金

の
不
支
給
決
定
の
割
合
の
増

加
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い

る
実
態
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

意
思
疎
通
支
援
事
業
の

今
後
に
不
安 

 

ま
た
、
障
害
福
祉
の
分
野

で
は
総
合
支
援
法
が
成
立
3

年
後
に
当
る
2

0

1

6
年
に
向
け

て
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
の

一
つ
に
聴
覚
障
害
者
と
関
係
の
深
い

「
意
思
疎
通
支
援
事
業
」
が
あ
り
、
今

は
地
域
生
活
支
援
事
業
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
裁
量
的
経
費
の
た
め
、

自
治
体
の
財
源
に
よ
っ
て
、
大
き
な
格

差
が
で
き
て
い
る
実
態
か
ら
、
個
別
給

地
域
の
社
協
の
協
力
を
い

た
だ
き
「
聞
こ
え
の
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
な
ぜ
聞

こ
え
に
く
い
の
か
？
耳
の
し

く
み
に
つ
い
て
の
お
話
の

後
、
補
聴
器
の
種
類
や
、
制

度
を
利
用
し
て
日
常
生
活
用

具
な
ど
が
申
請
で
き
る
こ

と
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
、

要
約
筆
記
の
派
遣
な
ど
の
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
補
聴

器
を
装
着
す
る
と
よ
け
い
耳

が
悪
く
な
る
の
？
」
な
ど
の

質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
補
聴

器
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

や
今
後
、
何
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
一
人
で
悩
ま
ず
セ

ン
タ
ー
で
相
談
さ
れ
た
り
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
こ
の
よ

う
な
機
会
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。（
楠
本
） 

▲２４名の参加があった五色町「いきい

きサロン」代表者会 

▲12 名の参加があった北淡社協

デイサービス「もみじの里」 

聞こえの教室  

デイサービス等へ出向いて   
5/21北淡町 5/22五色町 

「意思疎通支援事業」の見直しに不安 

 

 

淡
路
手
話
言
語
条
例
作
業
委
員
会
が
主

催
と
な
り
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
１２
月
１９
日
に
成
立
し
、
４
月
１
日
施
行

さ
れ
ま
し
た
「
篠
山
市
み
ん
な
の
手
話
言
語

条
例
」
の
検
討
委
員
で
丹
波
ろ
う
あ
協
会
会

長
大
内
和
彦
氏
に
成
立
ま
で
の
経
緯
な
ど

を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
言
語
条
例
検
討

委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
で
自
身
も
大
き
な

学
び
を
得
た
と
詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
作

業
委
員
で
は
淡
路
３
市
で
も
早
く
条
例
へ

の
検
討
委
員
会
の
早
期
設
置
を
求
め
て
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

学
習
会
に
参
加
す
る
淡
聴

協
会
員
・
手
話
サ
ー
ク
ル
会
員 検

討
委
員
会
の
大
切
さ 

手
話
言
語
条
例 

５
月
３１
日 

洲
本
市
健
康
福
祉
館 

 

総合支援法 



 

 

 
利用者の仲間が就労活動収支表を作りました。収入アップを目指して。 
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〒656-0002 

兵庫県洲本市中川原町中川原 222-2

デイサービスセンター 

「桜ヶ丘」 

５
月
末
、
地
域
の
方
の
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
に
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。
昨
年
は
、
小
さ

な
鉢
に
苗
を
植
え
す
ぎ
た
た
め

か
、
実
の
な
り
が
、
残
念
な
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
利
用
者

さ
ん
と
苗
う
え
を
し
、
水
や
り
を

し
な
が
ら
、
成
長
を
楽
し
み
に
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
を
め
ざ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
の
際
は
、
育
て
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。  

 
 

 
 

（
主
任
：
竹
内
） 

今
年
も
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン 

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
目
指
し
て 

 
 

おのころの家として『たまねぎ』の収

穫が始まっています。皆様にも美味し

い「淡路たまねぎ」を食べていただき

たくて販売させていただきます！ 

別紙のチラシがありますので、ご注文

をお待ちしております。 

FAX0799-28-0995 おのころの家 
 

 
玉ねぎの保存方法（縛り方・結び方） 

ビニール紐を用意し、60 ㎝ほどの長さ

に切り二つに折り曲げます。玉ねぎを 10

個まとめて、巻き付け輪をつくり、そこ

へ紐を通します。そのまま紐を上へ～縛

りあげます。乾燥した日陰や軒下等で保

存乾燥すれば～出来上がり！ 

「今
年
は
ボ
ー
ナ
ス
出
す
の
？
」 

「給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」 

な
っ
て
き
て
る
よ
！
」
「
ど
こ
に
持

っ
て
行
っ
て
売
ろ
う
か
な
？
」
「
注

文
も
入
っ
て
い
る
し
～
た
く
さ
ん

売
れ
た
ら
い
い
ね
！
」
・
・
・
と
話

が
大
盛
り
上
が
り
。
た
く
さ
ん
の
意

見
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
時
間
切
れ
に

な
り
、
次
回
の
利
用
者
会
議
に
持
ち

越
し
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
、
「
年
間
行
事
予
定
表
」
に

加
え
て
「
バ
ザ
ー
収
益
表
」
と
「
農

産
物
の
収
益
表
」
も
作
成
し
て
、
仲

間
が
わ
か
る
よ
う
に
大
き
く
貼
り

出
し
ま
し
た
。
目
標
が
見
て
わ
か
る

の
で
、
仕
事
に
も
張
り
合
い
が
出
ま

す
。 

 

（
生
活
援
助
員
：
樋
口
） 

 

 

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植
え
ま
し
た 

  

お
の
こ
ろ
の
家 

 

利
用
者
会
議
は
移
転
し
て
か
ら
は

じ
め
て
で
す
。
は
じ
め
に
、
橋
詰
所

長
か
ら
改
め
て
利
用
者
会
議
の
目
的

と
定
例
化
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て

今
年
度
の
「
給
料
に
つ
い
て
」
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
給

料
計
算
だ
と
、
昨
年
度
同
様
の
頑
張

り
で
は
赤
字
に
な
り
そ
う
で
す
。
も

っ
と
も
っ
と
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
説
明
を
聞
い
て
、
自

分
の
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の

か
？
今
ま
で
と
比
べ
て
ど
う
な
る
の

か
？
ボ
ー
ナ
ス
は
あ
る
の
か
？
と
い

っ
た
、
率
直
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

中
に
は
、
お
互
い
に
説
明
し
合
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
一
回
の
説
明
だ

け
で
は
理
解
が
難
し
く
、
全
員
が
自

分
の
給
料
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ

う
、
改
め
て
個
々
へ
の
説
明
が
必
要

で
す
。 

続
い
て
、
前
日
に
み
ん
な
で
準
備
し

た
年
間
行
事
予
定
表
を
広
げ
て
「
今

年
度
の
行
事
予
定
」
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
す
で
に
決
定
し
て
い
る
行
事

を
確
認
し
た
後
、
み
ん
な
で
仕
事
を

頑
張
っ
た
後
の
お
楽
し
み
の
話
に
。

「
ど
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
か
？
」「
鱧

鍋
！
」
「
海
水
浴
！
」
「
い
や
恥
ず
か

し
い
か
ら
、
海
辺
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
！
」「
何

処
か
へ
行
こ
う
よ
？
」「
東
京
！
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
見
た
い
！
」「
日
帰
り
旅

行
が
い
い
！
」「
日
帰
り
な
ら
何
処
ま

で
行
け
る
？
」「
岸
和
田
だ
ん
じ
り
を

見
た
い
！
」「
昔
、
み
ん
な
で
○
○
へ

行
っ
た
ね
～
」
「
玉
ね
ぎ
も
大
き
く 

 

ど
ん
な
一
年
に
す
る
？ 

  

５
月
２０
日
、
一
週
間
の
中
で
通

所
者
が
最
も
多
い
水
曜
日
に
利
用

者
会
議
を
開
き
ま
し
た
。 



 

淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
で
は
年
に
２
回
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
一
回

目
の
訓
練
を
５
月
２９
日
淡
路
広
域
消
防
事

務
組
合
と
ハ
ウ
ス
防
火
の
方
の
ご
協
力
の

も
と
、
避
難
訓
練
は
入
居
者
の
居
室
か
ら

夜
間
に
出
火
し
た
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

と
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

前
回
の
訓
練
の
反
省
で
あ
る
「
ま
ず
防

火
扉
を
閉
め
る
」
を
忘
れ
ず
に
、
設
定
時
間

内
に
避
難
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
新
任
職
員
を

中
心
に
消
火
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
反
省
会
で

は
避
難
案
内
す
る
入
居

者
の
順
番
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 

 
(

防
災
委
員) 

   

 

 

市
原
の
庚
申
さ
ん
は
、
中
川
原
村
史
や
郷
土
誌

な
ど
に
よ
り
ま
す
と
・・・
、 

昔
は
平
右
山
・
平
林
寺
と
い
う
末
寺
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
寺
に
は
本
尊
が
な
か
っ
た
の
で
、
寛
文

12

（1672）
年
に
、
松
栄
寺
に
数
多
く
あ
っ
た
仏
像
の
中

か
ら
「
青
面

し
ょ
う
め
ん

金
剛

こ
ん
ご
う

」
の
木
像
を
本
尊
に
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
大
阪
の
天
王
寺
か
ら
異
論
が
あ
っ
た
の

で
、
正
式
に
天
王
寺
に
願
い
出
て
勧
請
し
、
庚
申
堂

を
新
築
し
た
い
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
平
林
寺
が
廃

寺
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
松
栄
寺
へ移
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
稲
田
公
は
地
を
寄
進
し
、
材
を

賜
り
建
立
せ
し
も
の
な
り
」
と
中
川
原
村
史
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

お
し
ま
い
に
三
猿
（両
手
で
そ
れ
ぞ
れ
目
耳
口
を

お
さ
え
て
い
る
三
匹
の
猿
の
像
）
に
つ
い
て
説
明
し

て
、
こ
の
項
を
と
じ
ま
す
。 

悪
い
こ
と
は
見
ザ
ル 

悪
い
こ
と
は
聞
か
ザ
ル 

悪
い
こ
と
は
言
わ
ザ
ル 

反
対
に 

良
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
見
ま
し
ょ
う 

良
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
聞
き
ま
し
ょ
う 

良
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
言
い
ま
し
ょ
う 

そ
し
て
自
分
を
磨
き
、
家
を
斉と

と

の
え
、
身
を
立
て

て
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
明
る
い
、
そ
し
て
豊
か
な

楽
し
い
地
域
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

こ 
 

庚
申
さ
ん
で
名
高
い 

一
国
一
宇
の 

鳳
来
山 

松
栄
寺 

淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
の
玄
関
か
ら
西
の
山
々

を
眺
め
ま
す
と
、
集
落
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
、
か

す
か
に
お
寺
さ
ん
が
見
え
ま
す
。
鳳
来
山
・
松

栄
寺
で
す
。
こ
の
境
内
に
庚
申
さ
ん
が
お
祀
り

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
の
庚
申
さ
ん
は
、
一
国
一
宇
と
言
い
ま

し
て
一
つ
の
国
、
つ
ま
り
淡
路
の
国
に
一
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
昔
、
聖
武
天
皇
が
一
国
一
宇
に

設
立
さ
れ
た
国
分
寺
と
同
じ
こ
と
で
す
。 

庚
申
さ
ん
は
、
十
干
の
庚
（
か
の
え
）
、
十
二

支
の
申
（
さ
る
）
で
、
庚
申
（
こ
う
し
ん
）
と
言
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
何
事
も
お
祈
り
す
る
と
「
か

な
え
ザ
ル
」
、
か
な
え
て
く
れ
る
ご
霊
験
、
ご
利

益
あ
ら
た
か
な
そ
う
で
す
。 

庚
申
さ
ん
は
、
も
と
も
と
中
国
の
道
教
か
ら

き
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
仏
教
で
は
、
息
災

延
命
、
除
難
福
来
、
五
穀
豊
穣

ほ
う
じ
ょ
う

を
つ
か
さ
ど
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

続
々
・地
域
を
語
る 

中
川
原
む
か
し
話 

か
る
た 

口
説
き 

№11  
北

岡

 

肇 
 

５
月
１５
日 

手
芸
講
座 

櫻
木 

貞
信 

様
（
７５
歳
） 

作
品
紹
介 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

募

集 

淡
路
の
夏
の
風
物
詩
、
淡
路
島
ま
つ

り
の
日
が
今
年
も
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
昨
年
は
あ
い
に
く
の
雨
で
中

止
で
し
た
が
、
ふ
く
ろ
う
の
郷
で
は

毎
年
楽
し
み
に
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
入
居
者
皆
さ
ん
で
踊
り
を
楽

し
む
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
お
ど
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

日
時
：
８
月
１
日
（
土
）
16
時
予
定 

集
合
：
淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷 

                                                                                                               

詳細・申込は、淡路ふくろうの郷 竹原まで 

TEL:0799-25-8550 / FAX:0799-25-8551 
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